(様式第4-1-1号)　 

	事業全体の実施方針に関する提案書

	本事業は、事業目的に示すとおり、ポートアイランド処理場の改築更新と長期の維持管理を一括発注（DBO方式）することで、事業者の創意工夫・高度なノウハウを活用し、水処理機能・施設の最適化、ICT等を活用したDXの取り組みによる維持管理の効率化等を図るものである。

本事業を実施するにあたり、下記の項目について具体的な提案を記述すること。
1 事業の目的・特性を踏まえた、事業全体に関する実施方針
2 事業を効率的、安定的に実施するための体制や市との連携方法の工夫等
注）各提案項目との整合を図ること。
A3×3 枚以内にまとめること。



(様式第4-1-2号)　 

	 設計・施工業務（安定的な汚水処理）に関する提案書

	安定的な汚水処理を実現するにあたり、下記の項目について具体的な提案を記述すること。【 】書きの項目については、必ず記述すること。
1 既存の水処理施設（土木躯体）の状況を踏まえた晴天時における水処理システム
【ポンプ棟及び2系水処理施設における設備仕様】
2 雨天時浸入水に対する安定性・実現性のある対策施設
注）A3×3 枚以内にまとめること。



(様式第4-1-3号)　 

	 設計・施工業務（施設計画）に関する提案書

	施設計画の作成にあたり、下記の項目について具体的な提案を記述すること。【 】書きの項目については、必ず記述すること。
1 地盤特性（沈下、土質、埋設物等）を踏まえた流入管の施設計画
【既設幹線の最下流マンホール（港島１号汚水幹線と港島南１号汚水幹線が合流するマンホール）との接続部における施工方法、切り替えステップ】
2 地盤特性（沈下、土質、埋設物等）を踏まえたポンプ棟本体（基礎工・仮設工を含む）の
施設計画
3 更新する設備について、設置環境を踏まえた硫化水素対策や腐食対策、摩耗対策等、設備の信頼性を向上させる対策
4 緊急時の各種機能の確保、災害リスクの軽減に対する工夫
注）A3×3 枚以内にまとめること。



(様式第4-1-4号)　 

	 設計・施工業務（施工計画）に関する提案書

	施工計画の作成にあたり、下記の項目について具体的な提案を記述すること。【 】書きの項目については、必ず記述すること。
1 事業特性を踏まえた設計・施工における全体工程
2 稼働中の既存施設に対する、更新の影響を考慮した施工計画
【水処理機能の切り替えステップと、それに伴う受変電設備や中央監視設備の施工計画】
3 土木・建築施設のひび割れ抑制や腐食防止対策
4 施工時の事故防止等に対する安全管理
注）A3×3 枚以内にまとめること。



(様式第4-1-5号)　 

	 設計・施工業務（維持管理性）に関する提案書

	維持管理性の視点から下記の項目について具体的な提案をすること。【 】書きの項目については、必ず記述すること。
1 将来的な機器の搬出入や補修、日常的な維持管理性(維持管理動線等)を考慮した
レイアウト
2 運転操作や管理が容易な設備機器及びシステムによる維持管理性の向上
3 ICT等を活用したDXの取り組みによる維持管理の効率化
【DXの導入に要する設備投資額と、それにより得られる維持管理の削減額】
4 メンテナンス時の施設能力への影響を抑える工夫

注）A3×3 枚以内にまとめること。
　　


(様式第4-1-6号)　 

	 維持管理業務（運転管理）に関する提案書

	運転管理を行ううえで、下記の項目について具体的な提案をすること。【 】書きの項目については、必ず記述すること。
1 効率的な人員配置、監視体制
【平日、休日、夜間それぞれの体制】
2 晴天時の流入水量・負荷変動を考慮した運転管理計画
【放流水質の管理基準】
注）A3×2 枚以内にまとめること。



(様式第4-1-7号)　 

	 維持管理業務（リスク管理）に関する提案書

	リスク管理を行ううえで、下記の項目について具体的な提案をすること。

1 不測の事態や天災時における対応方針、実施内容、人的・技術的なバックアップ体制等
2 雨天時や異常水質流入時の対応

注）A3×2 枚以内にまとめること。



(様式第4-1-8号)　 

	 維持管理業務（運営管理）に関する提案書

	運営管理を行ううえで、下記の項目について具体的な提案をすること。

1 維持管理水準を満足するためのセルフモニタリングの工夫
2 運転・保守管理等にかかる教育や研修による技術力向上の取り組み
注）A3×2 枚以内にまとめること。



(様式第4-1-9号)　 

	 維持管理業務（保全管理）に関する提案書

	保全管理を行ううえで、下記の項目について具体的な提案をすること。なお、本提案に併せて、別紙「定期修繕・点検整備計画」に事業期間における修繕計画、点検整備計画を提案すること。
1 本市のストックマネジメント計画（目標耐用年数等）を踏まえた、効率的かつ経済的な
修繕計画
2 長寿命化に配慮した保守点検等
注）A3×2 枚以内にまとめること（別紙は指定枚数に含まない）。



(様式第4-1-10号)　 

	 環境対策業務（CO2排出量削減）に関する提案書

	省エネや創エネ等による買電電力量削減への取り組みについて具体的な提案を記述すること。
本処理場の維持管理に係る買電電力量について、別紙１「CO2排出量削減に関する定量評価計算書」に内訳を記載すること。また、別紙２「提案した買電電力量の月別内訳書」に月別の買電電力量を記載すること。買電電力量の算出根拠については、本提案書に記述すること。
注）本市が排出者となるCO2の削減が提案の対象である。
注）重油、都市ガス等を燃料とした発電等は対象としない。
注）A3×2 枚以内にまとめること（別紙は指定枚数に含まない）。



(様式第4-1-11号)　 

	 環境対策業務（周辺環境への配慮）に関する提案書

	本事業における周辺環境への配慮として、周辺環境に騒音、振動、粉塵、濁水対策、臭気等の影響を及ぼさないための取り組みについて具体的な提案を記述すること。
1 建設時における取り組み
2 維持管理時における取り組み
注）A3×3 枚以内にまとめること。



(様式第4-1-12号)　 

	 企業の社会性（地元経済への貢献）に関する提案書

	地元経済への貢献（材料調達、地元企業の参画等）に関する以下の事項について記述すること。

①材料調達等に係る調達項目、予定する調達先及び目標調達率＊１
＊１：目標調達率は下式で算出する。また、目標調達金額は、神戸市内の業者より材料調達等を行う金額の目標値で、見積価格は様式第5-1号で示す工事費とする。なお、金額はいずれも税抜きとする。
　　　
目標調達率（％）＝目標調達金額／見積価格×100

（参考）
工事区分
材料名
数量
業者名
所在地
概算調達額
土木
〇〇
〇〇ｍ
㈱△△
神戸市〇〇区
〇〇千円
〇〇
〇〇
〇〇組
㈱△△
神戸市〇〇区
〇〇千円
合計
〇〇千円
②予定している協力企業及び下請企業名、予定している発注内容及び目標下請率＊２
＊２：目標下請率は下式で算出する。また、目標発注額は、神戸市内の協力企業及び下請企業に発注する金額の目標値で、見積価格は様式第5-1号で示す工事費とする。なお、金額はいずれも税抜きとする。
目標下請率（％）＝目標発注額／見積価格×100

（参考）
工事区分
工種
種別
業者名
所在地
発注予定額
土木工事
〇〇
〇〇
㈱△△
神戸市〇〇区
〇〇千円
〇〇工事
〇〇
〇〇
㈱△△
神戸市〇〇区
〇〇千円
合計
〇〇千円
③目標調達率と目標下請率の合計値

注）頁数規定なし。



(様式第4-1-13号)　 

	 企業の社会性（建設、維持管理実績）に関する提案書

	過去10か年において、処理能力1万m3/日以上の下水処理場の土木・建築工事、機械設備工事及び電気設備工事（新設、更新）の実績、高度処理を導入している処理場の維持管理業務を3年以上実施した実績について記述すること。なお、対象とする下水処理場は、下水道法施行令で規定されている構造基準を満足する施設とし、記述する業務は、各工事、維持管理業務につき各々3件以内とする。なお、下表に記載した実績について、別紙「施工実績調書」に実績の概要を記載し、実績を有することを証する書類を添付すること。
【土木・建築工事実績表】

受注年度

工事名

処理能力

工種

実績所有企業名

平成○年度

○○市○○処理場建設工事

30,000(m3/日)

土木・建築

(株)○○建設

【機械設備工事実績表】

受注年度

工事名

処理能力

工種

実績所有企業名

平成○年度

○○市○○処理場水処理機械設備その３工事

10,000(m3/日)

機械

(株)△△△△

【電気設備工事実績表】

受注年度

工事名

処理能力

工種

実績所有企業名

平成○年度

○○市○○処理場水処理電気設備その３工事

10,000(m3/日)

電気
(株)△△△△

【維持管理業務実績表】

受注年度

業務名

処理能力

維持管理期間
実績所有企業名

平成○年度

○○市○○処理場維持管理業務委託

50,000(m3/日)

３年

(株)□□□□

注）頁数規定なし（本様式、別紙及び添付資料とも）。



(様式第4-1-13号)の別紙
施工実績調書
下水道法施行令で規定されている構造基準を満足する処理場を施工した実績の概要について記載すること。なお、その施工実績が共同企業体の構成員である場合は、構成員の中で最大の出資比率を有するものとする。
	実績を有する企業の商号又は名称
	

	施設名称
	

	施設所在地
	

	発注機関名
	

	工事名
	

	建設期間
	平成　年　月　日から平成　年　月　日まで

	受注形態
	単　独
	

	
	共　同

企業体
	名称：

	
	
	出資比率：

	契約内容
	（様式第4-1-13号において示した実績が確認できる必要最小限の具体的項目を記載すること）


備考

１．上記の実績を有していることを証する書類（契約書写し等）を添付すること。

２．代表的な施工実績を１件のみ記載すること。実績が複数ある場合は、本様式を所有する実績の数だけ複製して記載すること。
３．建設期間欄は施設全体の建設期間を記載すること。

４．受注形態について、単独又は共同企業体の別を示すこと。また、後者の場合は、出資比率を記載（最大の出資比率であることがわかるよう全構成員分の出資比率を記載）すること。

(様式第4-1-14号)　 

	 その他（その他、特筆すべき工夫）に関する提案書

	他の項目に属さない内容で、特筆すべき工夫等があれば記述すること。
注）A3×2 枚以内にまとめること。



(様式第4-1-15号)　 

	 設計図書

	下記の検討書・図面を作成し、添付すること。検討書の書式、枚数等は任意とするが、各様式での記載内容と下記検討書・図面の内容とに齟齬がないようにすること。なお、各検討結果と見積書の前提条件は整合を図ること。また、前号までの各様式の中で、下記検討書・図面を参考資料として添付する場合は、その添付した資料が、下記検討書・図面をとりまとめた資料のどこに該当する部分かを明確にわかるようにすること。
【共通】

基本計画書（技術提案に至った根拠資料、例えば、水処理に係る容量計算等を指す）
【土木（ポンプ場施設）】

(C1)  一般平面図
(C2)  水位関係図
(C3)  構造図（平面図、断面図、縦断面図）
（C4） 仮設計画図
【土木（管路施設）】

（C11）平面図

（C12）縦断面図

（C13）横断面図

（C14）概略構造図（マンホール）

（C15）仮設計画図
【建築・建築設備】

(A1)  建物イメージパース
(A2)  配置図
(A3)  平面図
(A4)  立面図
(A5)  断面図
(A6)  内部仕上げ表
(A7)  構造概要書
(A8)  主要機器配置図

(A9)  各設備系統図

【機械設備】

(M1)  主要機器構成計画（機械設備フローシート含む）
(M2)  主要機器重量表
(M3)  機器配置平断面図（仮設含む）

(M4)  配管系統図

【電気設備】

(E1)  単線結線図

(E2)  主要機器配置図

(E3) 幹線計画図



